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126億2 ，674万円のあらまし

重
信
町
の
ま
ち
"
つ
く
り
の
基
本
と
な
る
、
平
成

十
一
年
度
当
初
予
算
が
、
三
月
十
一
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
聞
か
れ
た
三
月
定
例
町
議
会
で
決
ま
り

ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度
当
初
予
算
総
額
は
百
二
十
六
億

二
千
六
百
七
十
四
万
三
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

る
と
二
十
二
・
一
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

継
続
中
の
庁
舎
建
設
事
業
や
、
集
落
排
水
事
業
、

統
合
簡
易
水
道
事
業
な
ど
建
設
事
業
の
他
、
介
護

保
険
や
情
報
化
な
ど
ソ
フ
ト
部
門
に
も
重
点
を
お

い
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

地方特例交付金 7 ，824万円 1 . 0%
諸収入 7 ， 513万円 1.0%
使用料及び手毅料 7 ， 167万円 1 .0%
地方議与税 6 ，980万円 0 . 9%
その他 1億1 ， 611万円 1 . 6%

重亙一般会計苅億2，000万円
国庫受出金 4億1 ， 900万円 5.5%

県支出金 4億534万円 5.3%
分担金及び負担金 1億7 ，493万円 2.3%

地方消費税交付金 1億6 ，000万円 2.1 %
繰越金 1億2 ，377万円 1.6%

平
成
竹
年
度
町
長
施
政
方
針
の
要
旨

T
t
E
B
z
a

消
し

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

E

メ
ー
ル
を
駆
使

行
財
政
改
革
と
環
境
対
策

し
て、
事
務
の
効
率
化

、
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ピ
|

下
水
道
・
上
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
ド
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す

。

ま
左

、

町
単
独
の
各
種
補
回
金
巴
つ
い
て
は

、

治
樹

新
古
巴
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
設
け
て
、
終
期
を
定

め
左
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
に
切
り
替
え

、

削
減
を

お
願
い
す
る
こ
と
巴
な
り
ま
す
。

既
巴
そ
の
役

割
を
果
左
し

終
え
だ
も
の

、

効
果
の
低
い
も
の

は
廃
止
し

、

重
要
性
、
公
益
性
な
ど
考
慮
し

、

真

巴
必
要
な
も
の
は
積
極
的
巴
更
新
し
て
い

<
、

メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
補
回
制
度
巴
転
換
し
ま
す
。

情
報
公
開
巴
つ
い
て
も

、

条
例
制
定
巴
全
力

を
上
げ
ま
す
。

4フ
年
度
福
祉
施
策
の
最
重
点
は
、
介
護
保
険

制
度
の
基
盤
整
備
と
し

、

管
理
職
以
下
六
名
の

職
員
を
配
し
ま
し
左

。

環
境
問
題
巴
は
特
巴
留
意
し

、

新
庁
舎
巴
は

四
国
の
庁
舎
と
し
て
は
最
大
規
模
の

ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
普
及
仁
努
め
ま
す
。

ま
だ
拝
志
地
区
で
は
集
落
排
水
事
業

、

統
合

簡
水
事
業

、

北
吉
井
南
吉
井
地
区
で
は
上
水

道
・
下
水
道
計
画
等
環
境
巴
配
慮
し
定
イ
ン
フ

ラ
整
備
巴
努
め
ま
す
。

先
般

、

菖
相
直
轄
の
経
済
戦
略
会
議
の
最
終

答
申
が
公
表
さ
れ

、

そ
の
終
章
巴

、

魅
力
あ
る

日
本
の
創
造
巴
向
け
て
と
い
う
項
目
が
あ

り
、

「
従
来
の
過
度
巴
公
平
や
平
等
を
重
視
す
る
社

会
風
土
を
『
効
率
と
公
正
』
を
機
軸
と
し
左
透
明

で
納
得
性
の
高
い
社
会
巴
歪
革
し
な
け
れ
ば
な

ら
芯
い
」
と
結
ん
で
あ
り
ま
し
だ

。

瀕
愛
す
る

舎
、

私
は

、

こ
の
『
公
正
』
の
言
葉
を
深
<
心
巴

刻
み
「
み
ど
り
と
文
化
の
ま
ち
重
信
」
の
実

現
巴
遭
進
し
左
い
と
思
い
ま
す
。

重
信
町
長

和
田

平
成
十
一

年
度
の
予
算

編
成
区
あ
疋

り
、

園
は
平

成
十
年
度
第

三
次
補
正
と

一
体
的
仁
と

ら
え

、

い
わ
ゆ
る
十
五
ヶ
月
予
算
の
考
え
方
の

下
巴

、

経
済
対
策
等
で
か
つ
て
な
い
規
模
の
積

極
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

重
信
町
で
は

、

継
続
中
の
庁
舎
建
設
事
業
等

で
、
総
予
算
で
は
前
年
出
二
十
二
・

一
%
の
増

と
な
リ
ま
す
が

、

合
後
急
上
昇
す
る
公
債
費
や

取
り
崩
し
定
基
金
の
回
復
仁
備
え

、

引
き
続
き

徹
底
し
だ
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

だ
芝

、

行
政
改
革
は

、

目
的
で
は
芯

<
、
住

民
福
祉
の
増
進
と
い
う
大
目
的
を
達
成
す
る
定

め
の
手
段
で
あ
り

、

削
る

べ
き
と
こ
ろ
は
多
少

の
痛
み
を
伴
っ
て
も
削
り

、

や
る
べ
き
こ
と
は
寄

分
巴
や
る
、
と
い

う
姿
勢
で
臨
み
ま
す

。
そ
れ

で
節
減
で
き
左
財
源
は

、

皆
様
の
ご
意
見
を
う

か
が
い

、

必
ず
新
し
い
事
業
に
振
り
向
け
ま
す
。

去
る
二
月
二
十
五
日

、

「
重
信
町
行
政
改
革

大
綱
」
を
改
定
し
ま
し
だ

。

こ
の
大
綱
は
大
き

く
五
つ
の
柱
か
ら
成
り
、
合
後
の
重
信
町
の
進

む
べ
き
指
針
と
も
な
っ
て
い
ま
す

。
(
内
容
は

広
報
し
げ
の
ぷ
三
月
号
巴
掲
載
)

組
織
の
再
編
成
を
行
い

、

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
て
西
暦
二
千
年
問
題
を
解
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1担11
2, 

重量E 一般会計 76億仰O万円

消防費 3億1 ，942万円 4 .2%

議会費 1億2 ，041万円 1 .6%
商工費 2 ， 624万円 0.3%
その他 256万円

農林水産業費 6億6 ，374万円 8 .7%

土木費 6億5 ， 901 万円 8.6%
教育費 6億5 ，727万円 8.6%
衛生費 5億9 ，372万円 7 .8%

102橿 103t・
~~""" tn 5:師1万門 3，751方向
1 ，393万門

当初予算額の推移

'00置
蝿偉 24'芳門
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120 

100 
84f1 !?! 
5，222万向島.. 万円

国11
4，525万内

閣11
"闇7万円
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11年度10 9 

(単位千円)

会計別 本年度 対{申目び日年率同(%期) 

殴 4ヨ三b ‘ 言十 7,620 ,000 25.2 

老人保健特別会計 2,421 ,470 2.3 

国民健康保険特別会計 1,501 ,621 12.1 

簡易水道事業特別会計 。 皆j威

農業集落排水事業特別会計 681 ,904 237.9 

町営墓地事業特別会計 51β12 3.2 

氷道事業会計 350 ,136 皆増

4E23 ト 言十 12,626 ,743 22.1 

8 7 

当初予算の会計別内訳

6 5 4 3 2 

一
般
会
計七

十
六
億
二
千
万
円

歳
出
の
王
な
も
の
を
み
る
と
、
ト
ッ
プ
は
総

務
費
の
約
二
十
四
億
五
千
七
百
万
円
(
対
前

年
度
比
二
九
八
・
九
%
増
)
で、

継
続
中
の
庁

舎
建
設
や
、
コ
ン
ビ
ユ
タ
シ
ス
テ
ム
切

替
等
情
報
化
を
進
め
ま
す

。

次
い
で
民
生
費
約
十
四
億
二
千
八
百
万
円

(
同
三
・
五
%
増
)
で
、
老
人
・
障
害
者
・
児
童

福
祉
や
、
医
療
扶
固
に
取
り
組
む
他
、
介
護

保
険
の
準
備
仁
取
り
掛
か
り
ま
す
。

公
債
費
は
約
六
億
九
千
二
百
万
円
(
同

七
・
七
%
増
)
で
、
町
の
借
入
金
を
返
済
す
る

元
利
償
還
金
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
約
六
億
六
千
四
百
万
円

(
同
一
八
・
三
%
増
)
で
、
牛
測
地
区
で
ほ
場

整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

土
木
費
は
約
六
億
五
千
九
百
万
円
(
同
三

八
・
六
%
減
)
で
、
総
合
公
園
内
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
建
設
や
、
公
共
下
水
道
の
準
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

教
育
費
は
約
六
億
五
千
七
百
万
円
(
同
一

0
・

一
%
減
)
で
、
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
の
富
一

替
や
、
小
学
校
の
放
送
設
備
の
改
修
巴
取
り

組
み
ま
す
。

衛
生
費
は
約
五
億
九
千
四
百
万
円
(
同

一

0

・
七
%
減
)
で
、
地
域
保
健
活
動
や
、
環
境

保
全
対
策
巴
取
り
組
み
ま
す
。

ま
芝
、
消
防
費
は
約

三
億
一
千
九
百
万
円

(
同
一
0
・
六
%
増
)
で
、
防
火
水
槽
の
改
修

や
無
線
機
器
を
整
備
し
、
安
全
芯
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
、
町
税
で
約
十
九
億
五

干
万
円
(
同
五
・
O
%
増
)
。
次
い
で

、

地
方

交
付
税
十
七
億
三
千
万
円
(
同
一
・
八
%
増
)
、

繰
入
金
約
十
一
億
六
千
万
円
(
同
四
二
ハ
・

O
%
増
)
と
続
い
て
い
ま
す
。

ま
だ

、

舎
年
度
か
ら
新
E
C

地
方
税
の
代

替
的
性
格
の
地
方
特
例
交
付
金
、
ガ
創
設
さ
れ

ま
し
だ
。

特
別
会
計

四
十
六
億
五
千
六
百
六
十
万
円

七
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
だ
医
療
給

付
費
な
ど
の
老
人
保
健
会
計
巴
約
二
十
四
億

二
千
万
円
(
対
前
年
度
比
二
・
三
%
増
)
。
一

般
被
保
険
者
や
退
職
被
保
険
者
の
療
養
給
付

費
な
ど
の
国
保
会
計
巴
約
十
五
億
円
。
拝
志

地
区
の
下
水
道
を
作
る
定
め
の
集
落
排
水
会

計
巴
約
六
億
八
千
万
円
(
同
二
三
七
・
九
%

増
)
。
町
営
基
地
を
作
つ
左
り
、
管
理
運
営

す
る
定
め
の
墓
地
会
計
約
五
千
万
円
(
同

一
一
・
八
%
増
)
と
お
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

三
億
五
千
十
四
万
円

舎
年
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
る
よ
う
巴
な
っ
芝
、
水
道
会
計
は
、
拝
士
山

地
区
の
統
合
簡
易
水
道
事
業
や
、
北
吉
井
・

南
吉
井
地
区
の
上
水
道
事
業
の
計
画
巳
着
手

し
、
安
全
な
水
の
安
定
供
給
巴
取
り
組
み
ま

す
。

3 広報しげのぷ 4月号



配置が一部変

本館2F

『

本館1F

閣官一
宮間 出日間|

町長室

重
信
町
で
は
、
新
た
に
始
ま
る
介
護
保
険
制

度
へ
の
対
応
と
下
水
道
事
業
の
準
備
、
ま
た
公

共
施
設
等
の
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
機
構
の
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
編
は
、
行
政
改
革
の

一
環
と
し
て

こ
れ
ま
で
の
課
の
設
置
数
や
職
員
定
数
を
変
更

す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
部
署
及
び
人
員
を
確

保
す
る
こ
と
を

目

的
と
し
て
お
り
、
事
業
の
進

捗
状
況
に
応
じ
て
諜
・
係
を
廃
止
し
た
上
で
、

新
た
に
必
要
な
部
署
を
設
置
し
て
い
ま
す

。

具
体
的
に
は
、
生
活
環
境
課
を
廃
止
し
係
で

4 

11 出納室|
①出納係

出納|こ関すること。

2 住民環境課(町民諜と生活環境課を統合)
②戸籍係

戸籍及び住民基本台帳、外国人登録、臼鑑登録、 埋火葬

の許可書の交付|こ関すること。
①生活環窮係

公害、畜犬登録、し尿処理、浮化槽、生活排水対策、火

葬場・墓地、清掃、クリーンセンタ一、環境対策|こ関す

ること。

1 3 保険年金諜(新設) ; 
④保険年金係

国民健康保険運営、老人医療、重IL?・乳児・母手医療、国

民年金、福祉年金|こ関すること。

⑤介護保険係(新設)

介護保険全般|こ関すること。

14 福紐課|
⑥福祉係

社会福祉、障害者福祉、老人福祉、児童福祉、母手及び

父子福祉、)(通災害共済に関すること。

⑦保健衛生係

保健衛生、各種予防接種及び予防|こ関すること。

⑥同和対策係
同和対策に関すること。

15 税務課|
⑨収納管理係

町税等の収納、町税等に係る諸証明、納税組合!こ関する

こと。

冨964-2001 代)

⑩住民税係

町県民税の調定及び賦課、町県民税の申告、国民健康保

険税の調定及び賦課に関すること。

⑪資産税係

固定資産税の調定及び賦課、軽自動車税の調定及び賦課、

特別土地保有税の調定及び賦課|こ関すること。

|6 総務課|
⑫総務係(住民係及び秘書係を統合)

職員の人事及び給与、議会の招集及び議案作成、広報及

び公聴、人権擁護、行政相談、女性行政、消費者行政、

コミュ二テイ、国際交流、組!こ関すること。

⑬行政係

区長会、交通・防犯、消防・防災!こ関すること。

⑭管財係

財産管理、入札及び契約に関すること。

|7 議会事務局|
⑮庶務係

議会、監査|こ関すること。

|8 水道課 |
⑮管理係

水道の総合計画、水道料金の調定及び徴収、契約lこ関す

ること。

⑪工務係

水道施設の維持管理、給水装置・施設工事仁関すること。

19 国土調査課 |
⑬管理係

調査事業の推進、調査成果の座標・原図管理|こ関するこ

と。

⑬国土調査係

地籍調査、登記、 成果認証、データ処理|こ関すること。

重信町役場



4月1日より役場内の課の

の
対
応
と
す
る
ほ
か
、
教
育
委
員
会
部
局
の
教

務
課
と
社
会
教
育
課
を
統
合
し
教
育
課
と
す
る

こ
と
、
ま
た
、
介
護
保
険
課
、
施
設
課
な
ど
新

し
い
課
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

度
重
な
る
機
構
改
編
で
、
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

各
課
の
事
務
内
容
は
、

一一+本館2階へ

別賞陸F
11 10 
産業銀 建設諜

I~⑫I I ( | 
I @ I いíJ) 1
|( I I@I 

固一
時
回
一
川

別館1F
8 9 亘主寸ー
水道課 調査課

|( I I (| 

|( I I (| 

会織室

下
記
の
と
お
り
で
す
。

1塵雪区司

鯨一時
間図

書
国

一

110 建設課|
@管理係

道路占用、町道及び道路台帳、 屋外広告物、登記事務巴

関すること。

⑪建築住宅係

境界立会、建築確認、町営住宅、 固有土地及び公有水面

|こ関すること。

@事業係

土木事業計画及び立案調整、 道路橋梁、災害復旧、土木

設計工事C関すること。

111 産業課|
@産業係(農林水産係と商工係を統合)

農林水産業及び商工業の振興、 観光、労政|こ関すること。
@農業土木係

土地改良事業、林道、災害復旧、その他農業土木仁関す

ること。

⑮管理係

換地、土地改良資金|こ関すること。

@農業委員会事務局
農業委員会事務全般|こ関すること。

|12 都市整備課|
@都市計画係
都市計画の策定、開発許可、国土利用及び土地対策、土
地区画整理事業|こ関すること。

⑮公園整備係
公園事業巴関すること
⑮下水道係(新設)

公共下水道事業に関すること。
@農業集落排水係
農業集落排水事業|こ関すること。
@公園管理係(町民会館施設課内)

教育委員会(町民会館内) 冨964-1500側

コ

113 企画財政課|
⑪財政係

予算、財政計画・運営、地方受付税等交付金、町債、 基

金に関すること。

@企画調整係
総合計画、重要施策、広域行政、土地開発公社、政策調

整、統計!こ関すること。

@電算係

電算業務の企画・調整、個人情報保護、システムの維措
管理lこ関すること。

14 教育課(教務課正五盃お言蚕蚕語盃)1 
@学授教育係
学校教育・学校施設全般、教育委員会|こ関すること。

⑮社会教育係
社会教育、家庭教育、同和教育、生涯学習、公民館活動、

社会体育、青少年に関すること。

「151富護謀I新語1
⑮管理係(新設)

公共施設の管理・運営|こ関すること。

@公園管理係(都市整備課)

都市公園、農村公園の管理・運営!こ関すること。

⑮図書館係(図書館内) 配置図省略

図書館の運営・管理|こ関すること。

@歴史民俗資料館係(歴史民俗資料館内) 配置図省略

文化財の保護と活用、歴史民俗資料館の運営・管理|こ関

すること。

|16 学校鎗食センター|
⑩給食係配置図省略

学校給食の実施c関すること。

5 広報しげのぷ 4月号



重
信
町
で
は
、
町
民
の
健
康
増

進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
、

体
育
施
設
や
公
園
な
ど
各
種

施
設
を
建
設
し

、

広
く
町
民
の
万

C
無
料
で
開
服
し
て
き
ま
し
だ
。

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加

や
健
康
意
識
の
高
ま
り
な
ど
巴
よ

り
、
施
設
利
用

を
希
望
す
る
団
体

や
個
人
の
方
、
ガ
急
増
し
、
皆
様
巴

等
し
く
施
設
を
ご
利
用
い
左
芝
く

こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
定
め
、
行
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
ま
左
施
設
利

用
巳
対

す
る
不
平
等
感
の
是
正
を
目
的
と

し
て
、
体
育
施
設
及
び
公
園
の
管

理
運
営
方
法
を
見
直
し
、
四
月
か

ら
は
使
用
者
の
方
巴
電
気
代
な
ど

費
用
の
一
部
を
、
使
用
料
と
し
て

ご
負
担
い
芝
、
だ
く
と
と
も
巴
、
申

請
手
続
な
ど
を
蛮
更
す
る
こ
と
仁

し
ま
し
定
。

皆
様
に
は
大
歪
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
今
回
の
改
革
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
op 

心
フ
回
の
見
直
し
巴
よ
り
、
育
料

と
な
る
施
設
及
び
町
民
の
方
の
使

用
料
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

(
)
内
は
利

用
時
間
で
す

。
ま

左
、
年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九

日
j

一
月
一
一
一
日
)
は
休
み
で
す
。

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

H

ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
の
?
H

町
民
会
館
内
施
設
課
へ
お
越

し

下
さ
い
。

H

い
つ
行
け
ば
い
い
の
?
H

利
用
し
左
い
月
の
三
ヶ
月
前

の
月
の
初
日

(
休
み
の
場
合
は

翌
日

)
が
受
け
付
け
開
始
日
巴

な
り
ま
す
。

午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
前
十
時
ま
で
巳
お
越
し

下
さ
い
。

日

た
け
い

付
て

け
ぜ

再
又
声
)一 。

み
と
ー

の
B
3

明
日
中
間

※
 

利
用
希
望
者
が
重
複
す
る
場

合
は
、
申
し
込
み
者

同
士
山
区
よ

る
話
し
合
い
ま
左
は
抽
選
巴
よ

り
、
利
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

受
け
付
け
時
間
以
降
で
施
設

の
利
用
申
し
込
み
が
な
い
日
時

巴
つ
い
て
は
、
利
用
し
だ
い
自

の
三
目
前
ま
で
巴
随
時
受
け
付

け
を
行
い
、
原
則
先
着
順
巴
利

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

。
便
用
料
は
い
つ
払
う
の
?
H

利
用
さ
れ
る
万
仁
は
、
使
用

許
可
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
巴
、
使
用
料
を
納
付
し

て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、

町
民
会
館
内
施
設

課
(
富
九
六
四
|
一
五
O
O

紛
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

4 手リ

5 用
10 9 8 希

6 望
7 月

7 6 5 4 要f17tI -/ ./ / / 

6 5 
(木) ω 休) (日)

(7 
日

学校施設及び夜間照明施設('8:00~22:00)
(事前に団体登録が必要です。)

一一

-',\l likT l 
町民体育館
アリーナ 使用料 ( 1 時間当たり) 車 球

入場料無 1 ，800円アマチュア 徴収

全 スポーツ 入場料有 5 ，400円
面 徴収
利 入場料

10 ，800円用 徴収無 2踏観覧席後部
上記以外

入場料有 卓球台
徴収 21 ， 600円

1 時間 ( 1 台)

床面積の1/3以下 全面使用料の 1 /3 につき200円
音E
分 床面積の1/3 を超え 全面使用料の 1 /2利 1 /2以下
用 床面積の1/2 を超え 全面使用料の2/32/3以下

アスレチックジ.ム

トレーニングルーム 1 回 200円
(回数券11 回分 2，000円 )

多目的ルーム 専用使用 1 時間当たり 500円

-運動場夜間照明施設
重信中学校
北吉井小学校

南吉井小学校

拝志小学校

.体育館夜間照明施設

上林小学校

北吉井小学校

南吉井小学校

拝志小学校

※制度移行期のため4月末までは、 従来の予約者を優先します。

日
コ
」

3

一
一

一
の

月
一
円
一
円
一
3

~
一m一
川一羽

田
一
一
対
一
ト

O

一

一

一
日

担
一
一

一九
位

間
二
一
例設

レ
一

一

一
昨
包

→
一湘
一
細
石
間

プ
一
臥一週
一
ト
公

民
寸
一J
H
料

町
二
ー
ー
」
刈
有

500円

300円

6 

※重信町居住者友ぴ重信町に勤務先がある方以外が使用する場合は、 20%を加
算した額となります。ただし、 トレーニングルーム使用料は除きます。

※トレーニングルームを個人で利用する場合は予約の必要はありません。
アスレチックジム 1 階ロビーでチケットをお求め下さい。

農林業者トレーニングセンター(8: 30~22: 00) 
区分 18:30~12:00 113:00~17:001 1 8 :00~22 : 00 

トレー二ング室 I 450円 I 450円 I 600円
卓球室 I 150円 I 150円 I 21 0円
剣道 室 I 150円 I 150円 I 210円
糸制度移行期のため5月末までは、 従来の予約者を優先しま丸

公園名 種類・名称 区分
基本料金

単位 金額

全面
全日 1 ， 000円

重信川 多目的広場
半日 500円

緑地公園 半面
全日 500円

半日 250円

庭球場 1面 1 時間 50円

重i~f町
多目的広場

全面 1 時間 1 ， 000円

総合公園 半面 1 時間 500円

※重信町総合公園は5月末から利用できる予定でホー
※制度移行期のため重信11 1緑地公園については5月末までは、従来の予約者を
優先します。



春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
(
一
j
七

日
)
中
の
三
月
七
日
、
町
民
会
館
に
お
い
て

重
信
町
・
川
内
町
消
防
出
初
式
が
両
町
の

消
防
団
員
な
ど
約
七
百
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
の
た
め
室
内
で
行
わ
れ
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
団
員
は
こ
の
消
防
出
初

式
を
契
機
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
方
の
期

待
に
添
う
こ
と
が
で
き
る
消
防
団
づ
く
り

に
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
の
消
防
活
動
の
功
績

を
称
え
、
消
防
団
員
の
表
彰
が
あ
り
、
重
信

町
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

(
平
成
九
年
度
分
)

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

渡
部
昭
信

日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

功
績
章

石
丸

勤
続
章

伊
賀

臣義
夫

(
平
成
十
年
度
分
)

日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

精
績
章

永
井
雅
敏

愛
媛
県
知
事
表
彰

井
門
孝
徳

松
末
芳
雄

野
首

園
贋

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

竿
頭
綬

重
信
町
消
防
団

功
績
章

高
須
賀
祐
二

勤
続
章

渡
部
賢
二
宮
田

高
市
勝
野
中

泉
岡
末
光
武
智

渡
部
正
之
石
丸

家
族
内
田
の
功
労
者

伊
賀
干
悪
手

申
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

松
田
豊
和
恒
岡
茂
文

上
岡
秀
敏
安
井
浩
二

相
原
修
松
下
俊
二

友
近
忠
繁
上
田
喜
代
治

高
市
和
博

重
信
町
長
表
彰

井
上
典
良

佐
伯
正
俊

宮
崎
豊
一

野
中
哲
也

越
智
博
伸

善
弘

孝
三

安
史

恒
雄

東
洋
一

渡
部
剛
士

大
北
英
彦

森
真
相

高
須
賀
正
人

三
月
議
会
だ
よ
り

第
百
七
十
一
回
重
信
町
議
会
定
例
会
は

、

三
月
十
一
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ

、

平

成
十
一
年
度
当
初
予
算
(
総
額
百
二
十
二
億
六
千
七
百
七

十
四
万
七
千
円

)
、
平
成
十
年
度
補
正
予
算
(
四
億
九
千
八

百
十
七
万
九
千
円

)
、
条
例
の
制
定
な
ど
三
十
七
議
案

、

か

可
決
さ
れ
ま
し
定
。

ま
だ

、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
巴
付
託
さ
れ
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
だ
平
成
九
年
度
の
決
算
八
件
は

、

原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。

一
般
質
問
は

、

五
名
の
議
員
か
ら

、

介
護
保
険

、

農
業

振
興

、

少
子
化
問
題

、

老
人
問
題
C
つ
い
て
な
ど

、

多
方

面
巴
わ
芝
っ
て
行
わ
れ
ま
し
だ
。

以
下

、

議
決
さ
れ
だ
主
な
も
の
は

、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

O
庁
舎
建
設
事
業
一

、

八
八
六

、

一
七
二
千
円

O
総
合
公
園
整
備
事
業

二
九
九

、

o
=

一O
千
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

O
拝
士
山
地
区
汚
水
管
布
設
事
業
六
一
一
、
0
0
0

干
円

条
例
制
定
、
改
正
等

O
報
酬
等
の
条
例
の
改
正

O
税
条
例
の
改
正

O
都
市
公
園
、
教
育
施
設
使
用
料
条
例
の
改
正

都
市
公
園
の
一
部
及
び
学
校
体
育
館
等
の
使
用
料
を

改
正
す
る
も
の
で
す

。

O
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正

O
ツ
イ
ツ
ド
ー
ム
重
信
設
置
条
例
の
制
定

ツ
イ
ン

ド

ー
ム
重
信
の
設
置
及
び
管
理
仁
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
す
。

こ
の
他

、

課
設
置
条
例

、

職
員
定
数
条
例
の
改
正
等
全
体

で
二
十
の
条
例

、

か
制
定
、
改
正
さ
れ
ま
し
だ
。

ま
だ
、
議
員
提
案
巴
よ
る
「
四
園
地
方
建
設
局
の
存
続

仁
関
す
る
意
見
書
。
「
地
方
分
権
の
実
現
巴
関
す
る
意
見
書
」

「
国
立
病
院
・
療
養
所
の
独
立
行
政
法
人
化、

民
営
化
に
反

対
し

、

機
能
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
巴
つ
い
て

採
択
し

、

政
府
関
係
機
関
巳
提
出
す
る
こ
と
巴
し
ま
し
た
。

7 広報しげのぷ 4月号



シリーズ
年金

年
金
は

請
求
し
な
い
と
も
ら
え
ま
せ
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が

発
生
し
て
も
本
人
が
請
求
し
な
け
れ
ば
支
給
さ

れ
ま
せ
ん

。

年
金
を
受
け
る
資
格
が
発
生
し
た

ら
忘
れ
ず
に
請
求
し
ま
し
ょ
う

。

年
金
を
請
求
す
る
に
は
、
裁
定
請
求
書
を
提

出
す
る
ほ
か
に
請
求
書

に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
書
類
が
あ
り
ま
す

。

詳
し
い
こ
と
は

、
そ

れ
ぞ
れ
の
提
出
先
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

裁
定
請
求
書
の
提
出
先
は

、

次
の
と
お
り
で

す
。

老齢基礎年金、老齢 ・退職給付を請求する場合
ずっと国民年金だけの方

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口

ずっと公務員等(共済組合制度加入)の方

ア 単一共済組合期間のみの場合

加入してい左共済組合の担当窓口

複数の共済組合!こ加入し左場合

老齢基礎年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

複数の年金制度に加入していた方 (定吉し、該当する制度lこついて)一

ア 年金を請求する段階で最後1こ加入していだ制度ガ国民年金の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

年金を請求する段階で最後に加入していだ制度か、厚生年金保険の万

老齢基礎・厚生年金は、最後lこ勤めてい定事業所(船員にあっては船舶

所有者)を管轄する社会保険事務所まだは都道府県王管課船員保険係

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

ウ 年金を請求する段階で最後lこ加入していだ制度が共済組合制度の万

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当窓口

イ

イ.

障害・遺族基礎年金、 障害・遺族給付を請求する場合
障害の原因となっだ病気・けか、の初診目、ま左は死亡日刀、

? 国民年金加入中の場合

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口

厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段階で、勤めていだ事業所(船員にあっては船船所有者)

を管轄する社会保険事務所ま左は都道府県主管課船員保険係

ウ 共済組合制度加入中の場合

それぞれの共済組合の担当窓口

イ 目

国
民
年
金
保
険
料
が

据
置
き
に

保
険
料
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
は

、

四
月

か
ら
月
額

一
万
三
千
三
百
円

(
平

成
十
年
度
と
同
額
)
で
す
。

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
四
月
中
巴

一
年
分
を

前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
前

納
制
度
を
利
用
す
る
と
保
険
料
が

割
引
き
さ
れ
あ
得
で
、
納
め
忘
れ

も
な
く
な
り
ま
す
。
(
左
表
参
照
)

保
険
料
の
口
座
振
替
制
度

あ
な
左
の
指
定
さ
れ
だ
金
融
機

関
か
ら
、
毎
月
、
自
動
的
巳
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
く
便
利
で
す
。

納
付
組
織
の
利
用

納
税
組
合

C
加
入
す
る

と
納
め
忘
れ

が
防
げ
、
納

税
組
合
巴
は

納
付
奨
刷
金

、

か
受
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

役
場
保
険
年

金
諜
の
国
民

年
金
係
ま
で

お
問

い
合
わ

せ
下
さ
い
。

、，

毎月納めた場合 1年間前納する場合 害児 | きされる額

定額保険料
159，600円 1 55，750円 3 ，850円

(毎月 13 ， 300円 )

定額十付加保険料
1 64，400円 1 60，430円 3，970円

(毎月 13，700円)

8 

老
人
医療
受
給
者
の
方
へ

四
月
一
日
か
ら
窓
口
で
受
払
う

一
部
負
担
金
、
が
次
の
よ
う
に
霊
わ

り
ま
し
だ
。

外来 (1 日) 530円 入院 (1 日) 1 ， 200円
.外来持の薬剤l一部負担 .住民税非課税世帯等の人は

内服薬 (1 日分) 外周楽 ( 1調剤分) 同 じ医療機関で1 か月に支払

1種類 0円 1種類 50円
う額が最高35 ，400円と なり
ます。

2~3種類 30円 2種類 1 00円
※ 「入院時一部負担金

4~5種類 60円 3種類以上 150円

6種類以上 1 00円 頓服薬 (1調剤分) 限度額認定証j が必

1種類 10円 要となりますので、 役
穴住民税非課税世帯等で老齢福祉年金 場福祉課にて申請し
を受けている人は、外来時の薬剤一 て下さい。
部負担が免除されます。

〈一部負担金の計算は〉女医療機関ごとに計算。
女同じ医療機関でも歯科と他の診療科は別。

な
お
、
老
人
医
療
受
給
者
の
皆

さ
ん
が
外
来
又
は
在
宅
で
薬
剤
の

吏
給
を
受
け
左
場
合
巴
、
そ
の
種

類
な
ど
巴
応
じ
て
医
療
機
関
(
院

外
処
方
せ
ん
が
発
行
さ
れ
だ
場
合

C
は
、
薬
局
)
に
支
払
っ
て
い
る
薬

剤
一
部
負
担
金
仁
つ
い
て
は
、
平
成

十
一
年
度
の
特
例
措
置
と
し
て
、

七
月
一
白
か
ら
、
国
が
患
者

さ
ん

巴
代
わ
っ
て
支
払
う
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
、
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
広

報
で
お
知
ら
せ
い
定
し
ま
す
。



~かぼちゃん号(図書館車)だより~

移動図書館車 「かぼちゃん号」は、図書館から離れ定地域への貸

出サービスを行う定め、各地域へ第二・第四週(火曜日~金曜日)

仁、巡回しています。

日程は広報しげのぷの町民力レンダー(裏表紙)/こ掲載しています

ので、ご覧下さい。

平成9年9月|こかぼちゃん号が誕生してから、現在まで多くの町民

のみなさま|こご利用いだ芝き、大娼評です。合後もみなさんの人気

者として、大活躍い左します。

すで
林
吉

一ハ
咽
ヱ川

舘

気

11
野
町
j

弘

人

民
税
韓
民

r

d
l
F

h
u
n

目

H
E
E
t

テ

子

利
一lJ
Z
ム

一'
M
Vグ
話

なん
J
2

ア
}
・1
1

は
米、
包

近
川

目
前
一

まめうしとつぶた
あきやまただし作 ・絵
PHP研究所

ともだちくるかな
降矢なな絵 内田麟太郎作
借成社

リボンちゃんのリボン
市川里美作・絵
徳間書店

はちまん上
内田康夫著 角川書店

-高橋美和

・白井登

く図書寄贈お礼〉
次の方々より図書を寄贈ください

まし定。ありか、とうございましだ。

(敏称略)

・ 松津宮子 ・ 山内孝之

・森田芸能子 ・ 山登健二

・ 村上和司予

かぼちゃん号巡回場所の
変更について
4月より次のように愛更いEします。

南野田集会所前→新村マキフ ズ前

(第二 ・四木曜日 15: 30~16: 00) 

田窪公民館→田窪公民館酉

(第二・四水曜日13:30~14 : 00)

平成 10年度利用度が
高かった地域ベスト5
①愛大横河原宿舎

②上林ささゆり団地

③西岡自衛隊官舎

④上樋朝比奈酒店北側

⑤牛淵団地

イ
キ
イ
キ
と

活
動
し
て
ま
す

女
性
会
議

香
川
県
大
川
町
女
性
団
体
と
交
流

んが画はは だ心作字て毛はク良左!こ讃ょ巴れのし れ会
でつをト 、大。温りがな筆、の漬赤抜鰻5はま役、予ま員二
来ち掲ツ昭川 まのあし密優箸t 、飯き頭号、し員女定し四月

iiii!?性 弘 二半;iifjj
ゐで 、団 ....rl器開巌ぬd檀園田一;a.・~寸 A圃回VII~ ..'Irnr...(，.咽圃蒲p-み ，ら協里 川 1 11生
2 翌共四体/冨慨に!?gE 習竺二-~.‘ 議く 町会
て fE 同国 Æ_!_量陥噌rJlli-JU '., '~語圏: J Ei J E1 会到 を議
歩片参で 位諸島臨-AFR-A ヨ ~i ;.・ ItJ" 着 誌の

女
性
六
団
体
で
模
擬
議
会
を

聞
い
左
の
が
発
端
と
な
り
、
町

内
全
戸
へ
、
有
線
放
送
(
テ
レ

一

ビ
)
で
日
々
の
活
動
状
況
を
報

道
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
若
い

w
vr

会
員
さ
ん
を
獲
得
す
る

碍
J
E
め
仁
、
い
ろ
い

踊
~

・

ろ
な
グ
ル
ー
プ
の

「
ヘ
/
会
仁
出
て
声
を

E
h
b
F
γ
J
3
L
Fワ
ァ
、
表
継

ぎ
剛
一
-
者
を
盟
国
て
て

一P一
一一
い
ま
す
。
ま

f
v
臼
h
一
一
一
b

だ
、
役
員
は
、

九
二
警

二
年
か
ら
四

i

i

圃
蜘

-Z
E
--
!
一
グ

γ
併
i
4
p

島
・
'年
で
交
代
し

一1

~
t

『
て
い
る
そ
う

品
'
円

で
す
0

・

w

'

!
?
?

~

私
左
ち
も
、

一Y
F
7上
処
こ
の
日
を
契
機
と

叫
諸

・
ー

し
て
、
新
し
い
道
を

U
、

一
歩
一
歩
前
進
し
だ
い

と
決
意
致
し
ま
し
だ
。

(
副
議
長
伊
賀
ツ
タ
ヱ
)

9 広報しげの芯 4月号



一
一

一崩
事

一や
お
の
歯

一一
一
一
一

一一
一
一
ト

…
…

お
母
さ
ん
が
{
す
っ
て
あ
げ
定
一
三

一
生
自
分
の
歯
で
物
を
食
べ
る
高
め
る
働
き
、
か
あ
り
ま
す
。

仁
は

、

乳
歯
の
時
期
か
ら
の
む
し

し
か
し
、
こ
れ
芝
け
で
は

、

む

歯
予
防
、
ガ
大
切
で
す
。
し
歯
予
防
巴
十
分
で
は
な
く

、

普

お
母
さ
ん
の
中
巴
は
、
む
し
歯
段
か
ら

、

甘
い
も
の
の
と
り
す
ぎ

予
防
巴
は

、

フ
ッ
素
を
ぬ
れ
ば
大
や
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い
等
を
し
な
い
こ

文
夫
と
思
っ
て
い
る
万

、

か
い
ま
せ
と
や

、

ハ
ミ
ガ
キ
で
汚
れ
を
き
ち

ん
か
。
ん
と
お
と
す
こ
と
が
で
き
て
初
め

フ
ッ
素
と
は
、
果
物
や
野
菜

、

て
、

フ
ッ
素
は
効
果
を
発
揮
し
ま

緑
茶
や
水
と
い
つ
だ
身
近
な
も
の
す
。

の
中
仁
存
在
す
る
物
質
で
、
歯
の
ま
ず
は
、
普
段
の
生
活
仁
気
を

む
し
歯
キ
ツ
巴
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
上
で

、

定
期
的
巴

歯
科
検
診
等
を
う
け
、
歯

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ

う
。平

成
十
一
年
度
は

、

上

記
の
と
お
り
歯
の
健
康
づ

く
り
の
左
め
の
保
健
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

歯
は
一
生
使
う
も
の
。

乳
歯
の
時
期
か
ら
大
切
巴

し
ま
し
ょ
う
。

歯の健康づくりのための保健事業
事業名(対象児) 内 合""唱

10か月児乳児相談 歯刺衛生士の話
(10か月児) 「菌のはえはじめの頃の手入れ|こついて」

1歳6か月児健康診査 歯科健診
(1歳7、 8か月児) 歯みが、き相談(個別相談)

2歳児生活学生級 親手遊び(歯みがき劇 ・歯みがき体操)
-2さいうさぎの活学級一 栄養と生活!こついての相談

(2歳6、 7か月児) 染色液を使つての歯みがき練習

3歳児健康診査
歯科健診
歯みがき相談(個別相談)

(3歳6、 7か月児)
染色液を使つての菌みがき演習

、-

第1 回目、 5月の日程・内容等は次のとおりです。

とき 5月25日ω 午後1時30分~3時

ところ町民会館第1 ・ 2研修室

内容 ニコニコ健康ツアー一歩き方で体が愛わる一

講師 愛媛大学教育学部町教授浅井英典

※また、ひき続いて、「二コ二コ健康ツ ?-Jを開催します。
(下表参照)その説明会を6月 1 日午後 1 時より町民会館で開催

します。 定員は各講座とも60人です。 5月26日まで!こお申し

込み下さい。

ニコニコ健康ツアー

合年度の健康改善教室は、みなさんの身近芯テ マ

を取り上げ、平成11 年5月から平成12年3月までの毎

月1 回実施します(下表参照)。詳しい講義内容は毎月

「広報しげのぷ」でお知らせします。 一度申し込みを

されると、お招きな講義を自由 lこ受講できます。

全11 回受講されだ万|こは、豪華特典がありますので

お楽しみ|こ!

皆さんのご参加をお待ちしています。

健康改善教室年間計画表

10 

118 足あし講座 骨・コツコツ講座 減量講座

対象 40歳以上の女性(男性の受講も司)

自分の身体lこ合つ

目 左より効果的な歩 骨粗軽症が気lこなる、足腰をもう
き万を身!こ付け、 少し強<しだい、あるいは体重が

的 転倒を予防する講 気|こなる方のだめの講座です。
座です。

7月5日伺)~ 6月21 日開)~6月24日制(予定)
7月8日休J(予定) 体力測定、 骨密度測定(無料)等
-体力測定、歩行

実 動作撮影等 7月末~6力月間 7月末~6力月間
施期 -足腰を強くす -主 lこストレッ
間 8月上旬~3力月間 る運動 チや歩行

t内包恒君
-正しい歩行フォ -ポールなどを -簡単怠レクリ
ームの指導 使つだちょっと 工シヨジ

-レクリ工ーシヨ 汗ばむゲーム -家庭での散歩
ンゲーム -家庭で行うス

トレソチと運動

と き 肉 t世田君

7月 12日伺) 健診・検診のすすめ
午後1時30分~3時 一健康のバロメーター

8月9日伺) 重信町の保健・福祉サービスを
午後1時30分~3時 長日っていますか?

9月 1 0日樹 家庭|こおける介護苦世話
午後1時30分~3時 ーみんな同じ体験しています
10月13日側 生活のゆとり

午後1時30分~3時 一音楽を取り入れよう
11月 10日制 お肌はプリプリ 骨はコツコツ

午前10時~12時30分 一若返り食一
12月 10日働 わが家の力ゼ対策大集合

午後1時30分~3時

1 月 11 日ω あなだの肝臓は芝、いじょっぷ?
午後1時30分~3時 ーお酒・肥満・運動不足心当Eりありまゼんか一

2月 10日同 楽しく動いて 体力?ツプ①
午後1時30分~3時 体の中から力ゼ予防一

3月10日働 楽しく動いて 体力アップ②
午後1時30分~3時 ーウオーキングの楽しみ万一

3月23目的 ついつい子が出る
午前10時分~12時30分お菓予との付き合い万

富964-41 70(役場保健婦)まで ~



楽章
近
所
巴
妊
婦
友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
?

同
じ
時
期
巴
出
産
す
る
お
母
さ
ん
達
が

集
ま
っ
て
、
妊
娠
・

出
産

・
育
児
巴
つ
い

て
話
し
合
い

、

情
報
交
換
を
行
う
場
と
し

て
、

左
表
の
と
お
り
母
親
学
級
を
開
催
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と き 内 合""宅

5月 1 1 日伏)
元気な赤ちゃんの出産のため{;: -ところ
-教えて|あなだの快適妊懸ライフ

町民会館午後1 時30分~3時 -施設見学「プラネタリウムでリラックス þJ

5月 17 日(月)
お産パワーを身につけよう
-妊娠中の栄養と陣痛を乗り切る呼吸法 -持参品午後1時30分~3時 -座談会 í/\ーブテイでリフレッシユ!J

母予健康手帳赤ちゃんが生まれたら・ ..
5月 21 日(金) -出生手続きと赤ちゃん用品を選ぶコツ
午後1時30分~3時 -座談会「こん|こちは赤ちゃん ÞJ

-申し込み
5月 27 日(樹 育児座談会

5月 6 日休)まで
午後1時30分~3時 「赤ちゃんと先輩お母さんと一緒!こ 0 ・ー」

!こ保健婦まで申し

希望日
夫婦で頑彊る育児を応援!

込んで<定さい。「お父さん出番です 1
(夜間E行います) 一実践赤ちゃんのお風8-J

重信町では、下表のとおり、予防接種を実施しています。
予防接種は、感染症|こかからないよう、まだかかっても重くならないよう|こ免疫をつけるととも lこ、流行を防ぐ役割があ
ります。しかし、ごくまれに副反応|こよる健康被害もあります。予防接種をより安全!こ受けるだめには、「予防接種手帳」や

「予防接種と子どちの健康」等をよく読み、 保護者の万が予防接種|こついてよく理解することが大切です。 わからない事は、
かかりつけ医等と相談しましよう。なお、日程等の個人通知はしていませんので受け忘れのないよう|こ気をつけて下さい。
(注)※対象者は重信町|こ住民登録をしている方です。

※予防接種についてご不明な点は、福祉課保健婦までお問い合わぜ下さい。

集団接種
O指定しだ会揚(町民会館・学校等)で

受けて下さい。

0 日程等は「わが家の健康力レンダー」

をご覧下さい。個人通知はしません。

O持参品・母手健康手帳、予防接種手

帳(予診票)、印鑑、体温計。

※学校で受ける予防接種は、学校を通

じて配布される説明書をよく読み十

分ご理解のうえ、申し込んで下さい。

個別接種
0重信町指定医療機関で個別|こ受けて

下さい。(指定医療機関主表参照)

0事前|こ医療機関lこ予約が必要です。

O搭参品:母子健康手帳、予防接種手

帳(予訪票及び依頼書)、体温計。

※松山市内の一部の医療機関でも個別

接種ができます。接種希望の万は保

健婦まで申し込んで下さい。

対象年齢

3か月~4歳未満 (ツベルクリン反応検査判定が陰性の人)

3か月 ~90か月未満 (6週間以上の間隔をあけて2回)

三種混合 11期初回 :3か月~90か月未満 (3-8週間隔で3回)

( ジ力…フ
百日せき L ι 
破傷風 12 期 1 小学校6年生(12歳に達する日の属する年度) に種混合) 1 集団接種

麻しん(はしか)1 12か月 ~90か月未満 |個別接種
風しん 1 12か月 ~90か月未満間 ※原則として麻しん予防接種後に接種! I 個別接種

1 1期初回 : 3歳( 1 -4週間隔で2回) i6か月|
I I 個別接種

1期切'Bl~望りl!ß?D@竺7竺平t.J. 1 竺干\'\"，[ 1@)一一一一一-J坦I.M'l走者し一一一
そ ー期j小学校4年生(9歳-12歳)
3 期 l 中学校2 ・ 3年生(14歳・ 15歳)

方法

集団接種

集団接種

BCG 

ポリオ

日本脳炎

種類

集団接種

注)中学生t:孔1て行う昆しんの予防緩衝CI..平成15年明30日まで、昭和54年4月2日から昭和62年10月 1 日までの閤C生まれを者t-::J\，\て行います。

一重信町個別接種指定医療機関(平成11年4月 1 日現在)
医療機関名 | ところ |電話番号 11 医療機関名 | ところ

西 村 内 科|志津川999-6 1964剖61 11 いのうえ小児科|野田2丁目 485-1
藤石病院|志津川1842-1 1964-123411 石川小児科|横河原337-1
辻井循環器科・内科|田窪2030 1 964-0013 11 池川内科・神経内科|志津川90-1
西野内科クリニック |牛測1073 1 964-2200 11 

日本脳炎(第2 ・ 3期)予防接種
と き と」ろ 対象者

5月18日 ék) 南吉井小学校

第2期 5月20日制 北吉井小学校
小学4年生

(9~ 12歳)

5月26 目。1<) 上林・拝志小学校

第3期 5月28日働 重信中学校
中学2 ・ 3年生
( 14 ・ 15歳)

第2 ・ 3期 6月1 白ω 町民会館
県lL第1 . 2 ・ 3養護学校・町外小・
中学校の小学4年生・中学2 ・ 3年
生及び町立小・中学校禾緩種者

ポリオ予防接種
とき

'
h
守

E
女
=
〔
ん

l下回
〔
b
g
附
説

:
文
予
を「
等

ん
は
巧

せ
細
川

ま
詳
ど

れ
の
川

市
可
か

虻
乱
曜

と
巴
詰

る
種
川
市

い
接
苅

て
防
げ
い

し
予
五
い

を
オ
帳
さ

痢
リ
手
下

下
ポ
種
み

0

0

 

対象

平成10年7月1 日~平成11年1 月31 日生まれ
及び生後90か月未満の禾接種児

5月 13日同 | 官225ムZZ2ぷ事P
受付時間 |午後2時~2時30分(時間厳守) 、
ところ |町民会館2階大ホール

7 日(金)

注意事項

5月

※町外の小・中学校仁逢う児童・生徒の皆さんで予防媛種を希望される万|誌、箔祉録
保健婦までご連絡下さい。

~このページの申し込み・問い合わせ先

毎年5月・ 10月|こ実施しています。

広報しげのJ3i 4月号

実施時期
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知
っ
て
い
ま
す
か

国
際
高
齢
者
年

全
世
界
で
人
口
の
高
齢
化

、

か
進
ん

で
い
る
こ
と
巴
注
目
し
て

、

一
九
九

二
年
の
国
連
総
会
巴
お
い
て

、

一
九

九
九
年
を
国
際
高
齢
者
年
と
す
る
決

議
、

ガ
採
択
さ
れ
ま
し
定
。

わ
が
国
の
「
高
齢
化
率
」
(
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
人
口
巴
占
め

る
割
合
)は
、

昭
和
五
十
五

年
に
は

九
%
で
し
左
が

、

平
成
十
年
に
は
十

六
%
と
増
加
し

、

そ
の
後
も
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
巴
高
齢
者
の
増
加
や
社

会
の
高
齢
化
が
進
む
中

、

高
齢
期
を

い
か
巴
健
全
巴
生
き
が
い
を
も
っ
て

生
活
す
る
か
は
世
界
的
巴
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で

、

国
連
で
は
国
際
高
齢
者

年
の
テ
ー
マ
を
「
す
べ
て
の
世
代
の

た
め
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
し

、

毎
年
十
月
一
日
を
「
国
際
高
齢
者
の

日
」
と
定
め
ま
し
だ
。

世
界
中
ど
こ
の
国
巴
お
い
て
も
高

齢
者
巴
は

、

次
の
五
つ
の
こ
と
を
め

ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う

こ
と
仁
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は

、

高
齢
者
の
自
立

、

参
加

、

ケ
?

、

自
己
実
現
、
尊
厳
の
五
つ
で

す
。

自
立
j
i

-
-

高
齢
者
は

、

収
入
や
家

族
、

衣
食
住
巴
お
い
て
自
立
す
る
。

参
加
:
:

・
:

高
齢
者
は

、

集
会
や
運

動
を
組
織
す
る
こ
と

、

が
で
き
る
。

ケ
ア
:
:
:
・
家
族
及
び
共
同
体
の
介

護
と
保
護
を
享
受
で
き
る
。

自
己
実
現
:
:
:

高
齢
者
は

、

自
己

の
可
能
性
を
発
展
さ
せ
る
機
会
を

追
求
で
き
る
。

尊
厳
:
:

:
:
・
高
齢
者
は、

尊
厳
及
び

保
障
を
も
っ
て

、

肉
体
的

、

精
神

的
虐
待
か
ら
解
放
さ
れ
芝
生
活
を

送
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
万

、

わ
が
国
で
は

、

高
齢
化
社

会
の
到
来
巴
備
え
て
「
長
寿
社
会
対

策
大
綱
」
(
昭
六
十
一
年
)
仁
基
づ
い

て
関
係
施
策
の
推
進
巴
努
め
て
い
ま

す
。し

か
し

、

高
齢
化
の
進
み
具
合

、

が

あ
ま
り
C
も
早
い
こ
と
と
国
民
の
意

識
が
低
<
、
社
会
シ
ス
テ
ム
も
遅
れ

が
ち
で
あ
つ
だ
だ
め

、

早
急
に
対
応

し
な
け
れ
ば
芯
ら
な
く
芯
り

、

二
同

齢
社
会
対
策
基
本
法
」
(
平
成
七
年
)

を
制
定
し

、

現
在
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

こ
れ
は
二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な

高
齢
社
会
を
控
え
て

、

国
民
一
人
一

c_ 

人
が
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
、
。
の
通
い
合
う
連
帯
の
精

神
に
満
ち
た
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る

社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
だ

、

就
業
、
所
得
、
健
康
、
福

祉
、
学
習
社
会
参
加
、
生
活
環
境
、

調
査
研
究
等
の
推
進
の
各
分
野
に
わ

た
り
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す

。

こ
う
し
だ
国
連
や
日
本
圏
内
の
取

り
組
み
巴
よ
っ
て

、
一
生
涯
の
い
つ

で
も
自
由
巳
学
習
機
会
を
選
択
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き

、

生
涯
学
習
社
会

の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

高
齢
者
問
題
は
世
界
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
お
り

、

「
活
力
あ
る
高
齢

化
」
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

品
フ
年
は
、
国
際
高
齢
者
年
で
す
。

高
齢
者
の
知
恵
巳
学

、

ひ
、

高
齢
者
、
ガ

豊
か
巴
老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
「
す
べ
て
の

世
代
の
定
め
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」

考
え

、

実
践
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
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大
人
と
子
供
の

一
ふ
れ
あ
い
広
場
一

バ
l

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

し
て
み
ま
せ
ん
か

と
き
四
月
二
十
九
日
同

内
容
午
前
八
時
三
十
分

(
町
民

会
館
出
発
)
皿
ケ
嶺
・
風
穴
駐

車
場
か
ら
徒
歩
で
龍
神
平
キ
ャ

ン
プ
場
を
往
復
。
(
町
民
会
館

か
ら
風
穴
ま
で
は
、
各
自
の
車

で
移
動
し
て
下
さ
い

。
)

登
山
道
を
歩
き
な
、
か
ら
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

講
師
元
日
本
野
鳥
の
会
研
究

部

幹
事
奥
川
健
一
先
生

参
加
資
格
町
内
在
住
、
ま
尼
は

町
内
に
勤
務
先
の
あ
る
方

。

小
二
中
学
生
の
場
合
は
保
護
者

同
伴
の
こ
と
。

※
大
人
一
人
で
ち
参
加
可

募
集
人
数
二
十
名

持
参
毘
弁
当
・
水
筒
・
虫
刺
さ

れ
用
薬
・
力
ツ
ト
パ
ン
・
雨
具

@
双
眼
鏡
を
括
っ
て
い
る
万
は

持
参
し
て
下
さ
い
。

服
装
帽
子
・
長
補
・
長
ズ
ボ

ン
・
運
動
靴

申
し
込
み
締
め
切
り
日

四
月
二
十
三
日
倒

郷
土
史
請
座

五
月
九
日
日

午
後
一
時
三
十
分

j

と
こ
ろ
町
民

会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

講
師
沖
野
新
一
先
生

湯
築
城
跡
発
掘
調
査
担
当
者

演
題
「
発
掘
か
ら
見
定
道
後
湯
築

城
跡
」

聴
講
料
無
料ど

芯
左
で
も
聴
講
で
き

ま
す
。

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

と
き

主
催

繋里葉 -紙
:三宮告 の
を図ヂ 歴上
展画宅 警の

でのお:詰
ま :料笛
す i館辰

四
月
の
「
紙
の
上
の
記
録
展
」

は
、
小
学
校
二
年
生
の
明
治
か
ら

平
成
ま
で
の
教
相
書
の
蛮
わ
り
ょ

う
の
展
示
で
す
。

日
本
中
が
「
お
か
あ
さ
ん
・
お

と
う
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
う
巴
な
つ

だ
の
は
:
や

、

現
代
の
美
術
教
育

と
明
治
の
そ
れ
と
の
違
い
な
ど
な

ど
。

E三lI.~tI". I 

四
月
の
休
館
日

-
)
2
8
9
6
9
0

コ
J

E

、

4
1
4
1
4
1

つ
乙
門
/
」
円

J
仁
」

-
囲
碁
日
曜
会

と
き
五
月
二
日
目

午
前
九
時
j

午
後
四
時
四
十
分

と
こ
ろ
町
民
会
館
一
階
娯
楽
室

主
催
町
文
化
協
会
囲
碁
教
室

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
四
l

九
五
一
八

(山
内

博
)

lE 
l 実
運

~~~ I 雲
・ i~

銃
砲
万
剣
類
鐙

の
お
知
ら
せ

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

富
九
三
四
l

三
二
二
九

窟964-1500側まで~

銃
砲
刀
剣
類
発
見
の
際
は

、

最
寄
り
の
警
察
署
巴
届
け

、

刀

剣
類
発
見
届
出
済
証
の
交
付
を

受
け
て
下
さ
い
。
そ
れ
か
ら
登

録
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

と
き
毎
月
第
三
水
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

刀
剣
類

午
後
一
時
j

午
後
四
時
ま

で
。

銃
砲午

後
三
時
j

午
後
四
時
ま

で
。

と
こ
ろ
愛
媛
県
立
図
書
館

(
船山
市
堀
之
内
)

持
参
昂

川
刀
剣
発
見
届
出
済
証

ω
当
該
銃
砲
刀
剣
類

ω
手
数
料
(
一
件
巴
っ
き
五
千

九
百
円
・
登
録
証
再
受
付
手

数
料
三
千
円
)

ω
身
分
証
明
書
(
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
等
)

注
意

付
発
見
時
の
状
況
の
ま
ま
で
措

参
し
て
下
さ
い
。

ω
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
下
さ
い
。

町民会館教育課~このページの問い合わせ先13 広報しげのぷ 4月号



し

三・衛隊幹部候補生募集
自衛隊松山募集案内所

富947-3040

応募資格

(1)昭和49年4月2白から昭和53年4

月 1 日生まれの万で、大学卒業

程度の学力を育する万

(2)昭和47年以降lこ生まれだ万で、

大学院修士課程を修3 (見込み

を含む)しだ万

(3)海上技術幹部候補生は、昭和49

年4月2日から昭和53年4月 1 日

生まれ(理学・工学の修士課程

を jl萎3 し、学位を受け定方は昭

和47年以降生まれ)の方

受付期間

4月7目的。"' 5月 14日倒まで

試験期日

第1次試験 : 5月29日的

筆記試験

@通事故の発生状況
松山南交通安全協会
冨958-6558

平成11年3月 10日現在

本年 昨年比

発生 244 十29

死者 6 +4  

傷者 289 +24 

(松山南警察署管内)

・暖かくなる時期、特|こ春先は事

故ガ、増加傾向にあります。

・早朝・夜間の歩行者、自転車は

反射材を着用しましょう。

・思いやりの心で高齢者を守りま

しよう。

4月の納税
固定資産税第1 期

納税期限 4月30日働

⑪春の花フェスティバル
愛媛県花き総合指導センター

冨964-5867

とき 4月28日附"'4月30日倒

午前9時~午後5時

(30日は午後4時30分まで)

展示内容

新しい花、珍しい花の紹介

温室・ほ場・ パイテク施設の

実証展示

花と花壇のコンクール

趣昧の園芸展

試験研究機関等参考展

押し花展

/\ーア畏

行事内容

花の種プレゼント

ポット苗プレゼント

(毎日先着500名様)

花のお絵かき

花と緑の相談コーナー

ふるさと市コーナー及びバザー

フラワーオークシヨン

園芸バザール及び資材展

遊具コーナー

巴，月11 日(日I)(ët
一 愛媛県議会議員選挙
重信町選挙管理委員会
冨964-2001側

平成11年4月 11 日は、愛媛県議

会議員選挙の投票日です。みんな

そろって投票しましょう。

投票時間

午前7時~午後8時

不在者投票

平成11年4月2日から平成11年4

月 10日までの午前8時30分から

午後8時まで。

場所は重信町役場別館1階です。

※第八投票区(下林の宮ノ段・

西ノ谷の区域、上村)の投票

所は、上村集会所完成により

元の場所|こなります。

Informationii 
Oしい保険証は

属きましたか?
役場保険年金課
富964-2001側

国民健康保険の被保険者証(保

険証) ガ、4月 1 日から新しくなりま

し足。

保険証が届いたら

①住所 ・ 氏名・生年月日など lこ誤

りか、ないか確かめましょう。

②裏面の注意事項をよく読みまし

ょっ。

③保険証の記号 ・ 番号をメモして

おきましょう。

@道業者(町指定)追加
役場水道課

冨964-2001側
下記の業者を4月 1 日付けで重信

町給水装置工事業者 lこ追加指定し

だので、お知らせします。

山乃内設備

重信町大字下林甲1861番地15

富964-1446

む払

重信まごころ銀行|こ次の万か

ら金一封を寄付下さいましだ。

温かい善意ありがとうございま

す。(畝称略)

〈香典返し〉

安井安(北野田)

亡母 ・ハルミ

小野武温(田窪)

亡母 ・勝田チ力ヨ

菅野洋 (上林)

亡母・トクヨ

14 



若
さ
と
美
し
さ
と

鍵
康
の
た
め
に

太
極
拳
へ
の
お
誘
い

健
康
体
操
と
し
て
評
判
の
『
練
功
』
と

『
太
極
気
功
』。

基
礎
か
ら
の

『簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
』

の
入
門
ゴ
|
ス
で
す
。

少
し
ず
つ

、

無
理
な
く
、
ど
な
だ
で
も

、

い
つ
か
ら
で
ち
始
め
ら
れ
ま
す
。
ゆ
っ

く

り
と
し
だ
動
き
で

、

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

毎
週
水
曜
日

、

午
前
十
時
か
ら
十
一
時

町
民
会
館
に
お
い
て
行
い
ま
す
の
で

、

運

動
の
で
き
る
服
装
で

、

お
越
し
下
さ
い
。

四
月
二
十
一
日
闘
は

、

緑
化
セ
ン
タ
ー

芝
広
場
巴
て
練
習
し
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

富
九
六
四
|
八
二
三
九

冨
九
六
四
l

一
五
八
八

富
九
六
四
l

七
七
二
一

学
校
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
?

北
吉
井
小
で
一
日
入
学

町
内
の
小
学
校
で
は

、

毎
年

、

入
学
式

を
前
巴
し
定
三
月

、

新
一
年
生
を
対
象
巴

、

学
校
巴
慣
れ
て
も
ら
お
う
と

、

一
日
入
学

を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
六
日

、

北
吉
井
小
学
校
で
も

、

九

十
人
の
新
一
年
生

、

か
、

一
日
入
学
巴
参
加

し
ま
し
だ
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
兄
さ
ん

、

お
姉
さ
ん
ら

し

く

な
っ
だ
新
二
年
生
巴
手
を
ひ
か
れ

、

興
味
津
々
仁

、

初
め
て
訪
れ
る
学

校
の
中

を
探
検
し
て
い
ま
し
だ

。

も
う
す

ぐ
入
学
式
。

楽
し
い
学
校
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
。

再
生

首

こ
い
の
ぼ
り

こ
い
の
ぼ
り
を
譲
っ
て
下
さ
い

す
っ
か
り
有
名
巴
な
つ
だ
山
之
内
の
こ

い
の
ぼ
り

。

今
年
も

、

四
月
初
旬
重
信
川
の
除
ケ
堰

堤
に
地
元
の
方
々
の
子
巴
よ
り

、

こ
い
の

ぼ
り

、

ガ
あ
が
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で

、

皆
さ
ん
の
お
家
巴
眠
っ
て
い

る
こ
い
の
ぼ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
っ
ご

不
用
巴
な
っ
左
こ
い
の
ぼ
り
を
是
非
ゆ
ず

っ
て
下
さ
い
。

こ
い
の
ぼ
り
仁
お
予
様
の
名
前
を
書
い

て
、

泳
、

ガ
せ
て
く
れ
る
そ
う
で
す

。

連
絡
先
富
九
六
四
|
七
八
八
七

(山
内
)

(
表
紙
写
真
説
明
)

プ
ロ
の
按
に
換
声

ツ
イ
ン
ド
1

ム
重
信
落
成

=
一
月
十
四
日、

ツ
イ
ン
ド
l

ム
重
信
の

落
成
を
記
念
し
て

、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
V

リ
ー
グ
入
替
戦

、

ガ
行
わ
れ
ま
し
だ

。

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

、

強
烈
な
ス

パ
イ
ク
や
巧
み
な
フ
ェ
イ
ン
ト
で
約
千

六
百
人
の
観
害
を
魅
ゴ
し
ま
し
だ

。

ツ
イ

ン
ド
ー
ム
重
信
の
一
般
の
方
々

へ
の
開
放
は

、

四
月
十
四
日
か
ら
で
す

。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
は
午
後
十
時
ま
で

開
い
て
お
り

、

一
回
二
百
円
で
利
用
で

き
ま
す
。

仕
事
の
帰
り
巴
ひ
と
汗
か
か

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多

く

の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

15 広報しげのぷ 4月号

試合を前に体育館玄関前で町長らがテープカット



a さ 4fsf 戸籍の窓
お誕生おめでとう

(3月 10日までの届出分)

お悔やみ申 し上げます

Â満2様
ゅ う し ん

大森勇心くん (H9.4.13生)
r ::;"Ç7ニーズ三:コ二?もめきして

'9'~ヌ芭敦志とって主上手lJ
(父・完祐 母・舞樹)上林

満3歳までのお子綴を募集しますl
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日 までに、 写真に

保護者のコメントを添えて役場町民諜までお送り下さ い。

-・B

住所

上 村

横河原

野田3丁目

西岡

田窪

樋口

横河原

田窪

野田2丁目

野田2T目

燃やさないごみ(空き缶 ・ 金属類、ぴん・ガラス類) (全地区)

燃やさないごみ (ペットボトル、 その他) (横河原区)

粗大ごみ(横河原区)

当番医 辻井循環器科・内科・小児科重信町田窪 富964一0013

読書会 (源氏物語)

行政相談・心配ごと相談

1 4 :00~ 15 : 

燃やさないごみ(ベットボトル、 その他) (横河原区以外)

長雪量主要量:: : :::::::[通五到持:長井
当番医 池川内科・神経内科重信町志津川 富964ー7787

移動図書館車 (山之内、樋口、横河原)

出生児 保護者 生年月日 住所 氏名 年令 死亡日

岩固有ゆ華廿 誠 2 ・ 3 樋 口 和田富雄 75 2 ・ 12

八塚え永い吾ご 新吾 2 ・ 4 見奈良 佐伯英二 57 2 ・ 14

門田真ゐ 佳D 、ノLロA 2 ・ 9 山之内 渡部孝一 64 2 ・ 16

谷 Z七革担穂也
邦彦 2 ・ 13 樋口 佐川鬼子忠 72 2 . 19 

岩井の直め峰ね 義典 2 ・ 1 5 志津川 鎌田享子 35 2 ・ 1 9

玉井申雄う大と 由貴ミ子 2 ・ 1 8 樋口 窪田クマヨ 94 2 .20 
I:!IJ と

今井貴斗 和正 2 ・ 19 横河原 近藤清子 72 2 ・ 21

守Tア と5亘E書ぷEひトム巧モでミ-', 和也 2 ・ 19 西岡 西田悦雄 49 2 ・ 22

藤井申夢的手こ 将登 2 . 23 牛淵 水本稔 94 2 ・ 24

中内 車茜訂ね 康一 3 . 3 田窪 池田サダ予 87 2 ・ 25

田窪 勝目チ力ヨ 93 2 ・ 28
」一一

行事名

手:41E'pfF賢一ー一一ーー ー ーー ー ー ー i11:???-FPPi竺長一竺塑
移動図書館車 (上樋、播磨台、野田 1 丁目、新村、北野田)

移動図書館車 (上村、 下林、 上林)

1 4 :00~15:00 1 図 書 館 2 階

燃やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区以外)

粗大ごみ (田窪田地区)

単唇主要旨:二二---T語三長引層重:tl持
当番医 国立療養所愛媛病院重信町横河原 富964-2411

移動図書館車 (山之内、 樋口、 横河原)

粗大ごみ (横河原・田窪田地区以外)

移動図書館車 (志津川、八反地、西岡、 田窪、牛湖、牛測団地、 自衛隊官舎)

祝日ですが燃やすごみ収集します。

当番医 西野内科クリニック重信町牛沸l 冨964-2200

固定資産税第1期納期限・水道使用料 (2-3月分)納期限

移動図書館車 (志津川、八反地、西岡、 田窪、牛湖、牛測団地、 自衛隊官舎) I I 燃やさないごみ (空き缶・金属類、 びん・ガラス類) (全地区)

人権相談 1 1O :00~15:001 役 場 I .J1i';瓦、口語{芯両反ー扇面品市函-
12旧)卜一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

粗大ごみ (横河原区)

燃やさないごみ (空き缶・金属類、 ぴん ・ ガラス類) (全地区)

燃やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区)

粗大ごみ(横河原区)

重信町志津川富964ー2461
-ーー ーーー ー ーーーーーーーーーーーー「玄:泊二ー ー --1霊長五五長

13 : 00~ 15 : 30 1 町民会館婦人室

当番医中川病院 松山市南梅本町宮976-7811

燃やすごみ収集休み
3 (月)トーー一ー一一一一ー一ー一一一一一一一一
当番医山本内科 川内町北方冨966-2066

燃やすごみ収集休み
4 (次j ト ーー ー ーーーー ーーー ーー 一 一ーー ー ーー ー ーーー ー ーー ーーー ー ーーーーーーーーー
当番医泉内科 川内町南方窟966-2226

燃やすごみ収集休み

当番医藤石病院 重信町志津川 &964-1234

発行 愛媛県温泉郡重信町 編集 総務課 ~)791-0292 重信町大字志津川972番地雷(089)964-2001 (代表) 印刷 NTI四国電話帳締
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